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アコヤガイの貝殻真珠層は炭酸カルシウム結晶と有機物からなる複合物であり，その特徴的な構造は真珠層中

に含まれるタンパク質の複合的な働きにより制御されている．また，真珠層には複数のタンパク質複合体が存在す

ることが知られており，真珠層形成における重要性が示されているが，その複合体組成，および複合体の真珠層

形成における働きに関しては未解明だった．我々のグループでは真珠層タンパク質複合体 p18 を単離精製し，そ

の複合体組成を明らかにした．p18 は炭酸脱水酵素 nacrein および貝殻特異的タンパク質 N16 からなり，nacrein

は炭酸カルシウム結晶の原料となる重炭酸イオンの供給をし，N16 は炭酸カルシウムの形態制御に関与すること

が示されていることから，p18 は真珠層中で炭酸カルシウム結晶形成の調節を行う主成分であることが予想され

た．真珠層タンパク質が炭酸カルシウム結晶とどのように相互作用するか全くわかっていない．本課題では真珠層

タンパク質 p18 が炭酸カルシウム結晶と相互作用する様子を AFM により可視化することを目的とした． 

本研究では平坦な結晶面におけるタンパク質の観察を可能とするため，炭酸カルサイト結晶の一つであるカル

サイトの劈開面を基盤に用いて観察を行った．p18 と目される半球状のタンパク質の付着がカルサイト上に観察さ

れ，その AFM 観察像のサイズは幅 20–50 nm，高さ 2–7 nm だった．事前に透過型電子顕微鏡を用いて撮影した

p18 のサイズは直径数 nm 程度だと推定され，今回 AFM で測定されたタンパク質の像が想定よりも大きく，またサ

イズにばらつきが大きかったことから，カルサイト上では p18 がさらに凝集し大きな粒子を形成していることが推測

された．さらに，p18 の凝集粒子はカルサイトのステップ構造に優先的に付着することが観察された．ステップが多

い領域の AFM 観察像画像では，ステップの末端部分を縁取るように p18 が付着している様子が確認できた．今回

の観察結果から，p18 がカルサイトのテラスとステップにおける原子の並びの違いを認識していることが示唆され

た．今後は p18 の構成タンパク質に着目して炭酸カルシウム結合実験活性に関するデータを蓄積し，p18 の炭酸

カルシウム結晶との相互作用メカニズムの解析を進める予定である． 
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